
｢「 日 本 語 ・ 日 本 事 情 部 門 」 の 概 要 と 到 達目標

一 学部生に対する日本語・日本事情教育･

柴田幹夫 (留学生セ ンタ ー )

杖じめに

学部留学生は, 大学入学以前に日本語能力試験1 ,

2 級のレ ベ ルに達して い るが , 実際に大学で勉強を始

めるとさまざまな困難が生じてくるのが現状である｡

これは, 専門用語などの日本語能力に関する問題や大

学の授業形態や勉強方法が留学生の出身国と異な っ

て い るなど, さまざまな要因があげられる｡ こ の よう

な状況をふまえて , 主に学部留学生を対象に, 共通基

礎の留学生基本科目として基礎日本語 A , 基経日本語

B を, 展開科目の日本語
･ 日本事情科目群と して応用

日本語A , 応用日本語B , 日本事情人文系, 日本車惜

社会系, 日本事情自然系を開講 して い る｡ また, こ れ

らの科目は留学生だけでなく海外帰国子女
･

中国帰国

子女等も本人の希望や日本語力の判定により, 所属学

部の規則に従 っ て履修するこ とができるo なお; 1 9

9 9 年4 月期からは, クラス定員に余裕があり, 学部

学生と同等の日本語力を持ち, 担当教官が受講を認め

た者に つ い ては , 学部学生以外の者も許可 して い る｡

これらの参加者には, 大学院学生, 大学院研究生, 客

員教員等が含まれるが , 学部学生とは異なり, 単位認

定は行 っ てい ない ｡

< 日本語 >

目 標 : 学部留学生が直面する困難のうち, 講義, 演

習, 図書館などの学習場面で大学の科目を勉

強するために必要な日本語を学習する｡

レ ベ ル : 基礎日本語, 応用日本語の 2 つ の レ ベ ルを設

置｡ 原則と して基礎日本語は学部の 1 年次に,

応用日本語は学部の 2 年次に履修するこ と

を勧めて い る｡

科 目 : レベ ル毎に A , B の 2 科目に分かれて い る｡

2 科目の内容は , A は ｢ 読解 ( 日本語で善か

れた文献を読むことができる) と作文( レポ

- トや論文な どを日本語で書くことができ

る) + で , B は, ｢聴解 ･ 会話 (日本語の講義

を理解できる ･ 教員や学生と円滑なコミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ンが とれる ･ ゼ ミなどで日本語で発

表 したり質問したりできる) + である｡

成績評価 : 期末テ ス ト
･

授業態度 ･ 提出物 ･ 出席状況

など, 総合的に評価して い る｡

< 日本事情 >

科 目: 人文系
･

社会系
･

自然系の 3 科目を開設 して

い る｡

▼人文系は日本人学生が ｢異文化コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン+ の 授業として参加する混合の授業である｡ 討

論形式の対話やロ
ー ル プ レ イな どの体験学習を

とおして , 各学生の中に育まれてきた社会 ･

文化

を理解するこ とからはじまり, 異なる文化の存在

に気づき, 異なる文化に対する自己の対応や認識

の変化など個人的で情動的な
一

連 の プ ロ セ ス を

客観化することをねらい として い る｡ こ の ような

体験や客観化の作業の中から, 異な る文化を背景

に持つ 人々 同士の接触が引き起こ しやすい誤解

のありようを学生に理解させ ようというもので

ある｡ よ っ て , こ の人文系の日本事情は留学生の

ためだけではなく, 日本人にと っ ても異文化理解

教育の 1 つ と して提供されてい る｡

成績評価 : レポ
ー

ト, 発表態度 , 出席状況などを

稔合的に評価 して い る｡

▼社会系は, 日本の法律 ･ 政治 ･ 経済に つ い ての講

義を, 各専門の教員がオム ニ バ ス形式で行 っ て い

る｡ そ の具体的な内容は,

法律: 日常生活におけるもめ事に対する対応の必

要性と方法
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政治 : 日本の政治理解のために必要な見方など

経済 : 日本経済史の通観

等に つ い て講義が行われてい る｡

成績評価 : 筆記試験による｡

▼自然系は, 基礎分野では数学
･ 物理 ･ 化学 ･ 生物

･

地学等の各分野の教員が , それぞれの見地から日

本における自然科学の現状に つ い て解説する｡ ま

た, 応用分野では, 医学
･

歯学
･ 工 学 ･ 農学の各

分野に つ い て , 専門の教員が日本における各分野

の歴史
･ 現状 ･

考え方などに つ い て解説して い る｡

成績評価: 毎回の講義に つ い て担当教員が評点を

与え, それを集計して科目の評価とする｡

課題と将来展望

1 . 日本語クラスに つ い て

課題として 2 点ある ｡ 1 点は授業内容に つ い てで

あり, もう1 点は学生に関するこ とで ある｡

まず, 授業内容として, 現在設定されてい る2 科

目をも っ と大学の実情に合 っ たもの に改良を加え

る べきときに来てい る｡ 学部に所属する留学生たち

は日本人学生たちと対等に講義を受けたり, レポ
ー

トを作成したりすることが要求される｡ よ っ て日本

語クラス も日本語表現技術を中心 とした, より実務

的な授業を実施するこ とを計画して い る｡ 例えば,

｢ 読解
･ 文法+ は ｢ レポ

ー

ト 論文を読む+ に, ｢ 表

記
･

作文+ は ｢ レポ
ー ト ･ 論文を作成する+ に, ｢聴

解 ･ 会話+ は ｢ 研究内容を発表する+ に変更するな

ど, 学生が研究活動で必要として い る内容をめざす｡

また, 将来的には, 留学生だけに提供する日本語科

目ではなく, 大学生暗に必要な
｢ 表現技術+ と して ,I

日本人学生の教養科目としても拡張し, 留学生, 日

本人学生とい う区別なく全学的な科目として開講

して いく予定である｡

次の 2 点目の課題であるが, 留学生の 中にも日本

語力の差があるので , 単純に1 年生, 2 年生という

クラス分けができない のが現状である｡ こ のため ,

平成 1 5 年度には共通教育科目と留学生セ ンタ
ー

補講日本語クラスを留学生センタ
ー

開講科目 とし

て
一

本化し-, 6 つ の日本語レベ ルのクラスを開講す

る｡ こ れにより, 学生たちは細かく分けられた日本

語クラスで学習でき, レベ ル があが るに つ れて , 自

分が必要とする日本語学習 へ とレ ベ ル ア ッ プ して

いく ことが可能となり, よりシステ マ テ イ ツクに学

習を進める ことが可能になる｡

2 . 日本事情クラス に つ い て

日本語教育では, ｢ 日本事情+ の内容に つ い てま

だ十分に議論されていない部分があるが, それでも,

さまざまな大学で留学生教育を含む全学的な教養

科目として の 異文化理解教育と して展開され つ つ

ある｡ 大学も人文系の日本事情は日本人学生との合

同クラスとな? ており, 数年前より新しい取り組み

がなされてきてい る｡ 現在 , 人文系の ｢ 日本事情+ I

｢ 異文化 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン+ と社会系の日本のい

わゆる社会事情が分かれてい るが , 大きな枠組みと

して , 現在の異文化コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ンの授業を発

展させて い く必要がある｡ ｢ 異文化+ とい う概念の

中には当然, 法律 , 政治, 経済とい っ た視野が含ま

れてい て しかる べ きであり, 異文化 コ ミ ュ ニ ケ ｢ シ

ョ ンの場で起こ る実際の問題等を法律的に, ある い

は政治的に, ある いは経済的にとい っ た形で とらえ

ていく必要があるだろう｡ そ の ためには, それぞれ

の分野の 専門教員と異文化 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン担

当の教員が共同でクラス の 内容に つ い て設定し, 運

営して い かなければならない ｡ また,
_ 教員
が理希等

を教授するとい っ た従来どおりの講義形式のもの

と留学生だけでなく全て の学生が参加する異文化

理解に関連する体験学習形式の もの と の組み合わ

せや , こ の ような新 しい教育の大学内での位置づ け

に つ い ても考えて い かなければならない ｡

今後, 日本事情科目全体の見直しと大学内での 日

本事情に対する共通理解を得るために , 学部 の留学

生セ ンタ ー 協力教員等と協力 しあい ながら, 改善に

努力して いく予定である｡

日本事情科目の見直しと少しは関連するが , 2 0

0 3 年度開講から, 日本人学生と留学生を対象とし

た講義科目が用意されてい る｡ ｢ 留学生 と考えるシ

リ ー ズ+ と し七, ｢ 日本の宗教+ と ｢ 日本の歴史+
ノ

という科目が準備されてい る｡ 留学生の日本観, 日
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本文化の理解度を日本人と共に考えていくこ とは,

双方にとっ てプラスになるであろう｡ 今後, 留学生

セ ンタ∵では, このような科目を漸次増やして いく

方向である｡
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